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監 査 公 表 第 ７ 号

地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ９ 項 の 規 定 に よ

り 、 高 知 県 知 事 等 宛 て 報 告 を 行 っ た と こ ろ 、 高 知 県 知 事 等 か ら 措

置 結 果 に つ い て 通 知 が あ っ た の で 、 同 条 第 14項 の 規 定 に よ り 、 次

の と お り 公 表 す る 。

令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日

高 知 県 監 査 委 員

５ 高 行 管 第 109号

令 和 ５ 年 ６ 月 29日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 知 事

令 和 ４ 年 度 行 政 監 査 結 果 に 対 す る 措 置 に つ い て （ 通

知 ）

令 和 ５ 年 ２ 月 24日 付 け ４ 高 監 報 第 15号 で 報 告 の あ り ま し た 、 令

和 ４ 年 度 行 政 監 査 結 果 に 対 し て は 、 下 記 の と お り 措 置 を 講 じ ま し

た 。

記

第 １ 監 査 委 員 の 意 見

１ 応 急 活 動 の た め の 食 料 ・ 飲 料 水 等

(１ ) 保 管 場 所 に つ い て

幡 多 福 祉 保 健 所 は ハ ザ ー ド マ ッ プ の 洪 水 浸 水 想 定 区 域 に

位 置 し て い る が 、 応 急 活 動 に あ た る 職 員 の 食 料 等 の 備 蓄 物

資 が １ 階 会 議 室 で 保 管 さ れ て い た 。

浸 水 に よ り 使 用 に 影 響 が で る お そ れ が あ る た め 、 上 層 階

へ の 移 動 な ど 備 蓄 物 資 の 保 管 場 所 に つ い て 検 討 さ れ た い 。

総 合 防 災 拠 点 の 運 営 は 、 南 海 ト ラ フ 地 震 対 策 推 進 地 域 本

部 や 出 先 機 関 の 職 員 等 が 行 う こ と に な っ て い る が 、 運 営 に

あ た る 職 員 の 食 料 等 は 、 所 属 す る 出 先 機 関 に お い て 保 管 さ

れ て お り 、 総 合 防 災 拠 点 に は 保 管 さ れ て い な か っ た 。 発 災

後 は 食 料 等 を 総 合 防 災 拠 点 に 移 動 す る こ と が 困 難 と な り 、

食 料 を 確 保 で き な い こ と が 懸 念 さ れ る 。

危 機 管 理 ・ 防 災 課 に お い て は 、 拠 点 に 参 集 す る 職 員 の 食

料 等 に つ い て は 、 あ ら か じ め 総 合 防 災 拠 点 で 保 管 を 行 う よ

う 検 討 さ れ た い 。

(２ ) 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 に つ い て

幡 多 福 祉 保 健 所 で は 、 便 袋 に つ い て 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 と

現 物 の 数 量 が 一 致 し て い な か っ た 。

物 品 の 管 理 に あ た っ て は 、 適 宜 現 物 と の 照 合 を 行 い 、 備

蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 を 行 わ れ た い 。

高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 に お い て 、 食 肉

衛 生 検 査 所 に 係 る 管 理 責 任 者 が 規 定 さ れ て い な か っ た 。

総 務 事 務 セ ン タ ー に お い て は 、 管 理 責 任 者 が 明 確 に な る



よ う 高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 の 見 直 し を 行

わ れ た い 。

ま た 、 管 理 責 任 者 が 適 宜 現 物 と の 照 合 を 行 い 、 備 蓄 物 資

の 適 切 な 管 理 を 行 う よ う 指 導 さ れ た い 。

第 ２ 措 置 の 内 容

１ 応 急 活 動 の た め の 食 料 ・ 飲 料 水 等

(１ ) 保 管 場 所 に つ い て

ア 幡 多 福 祉 保 健 所

幡 多 総 合 庁 舎 １ 階 が 津 波 浸 水 想 定 区 域 で な い こ と は 確

認 し て い ま し た が 、 洪 水 浸 水 想 定 区 域 で あ る こ と は 、 確

認 不 足 に よ り 把 握 で き て い ま せ ん で し た 。

つ い て は 、 備 蓄 物 資 の 保 管 場 所 を 庁 舎 の ３ 階 に 移 動 し

ま し た 。 ま た 、 管 理 責 任 の あ る 幡 多 福 祉 保 健 所 （ １ 階 ）

と 保 管 場 所 （ ３ 階 ） が 別 フ ロ ア と な る た め 、 定 期 的 に 保

管 数 量 を 確 認 す る よ う 管 理 を 徹 底 す る こ と と し ま し た 。

さ ら に 、 再 発 防 止 に 向 け て 、 保 健 政 策 課 か ら 部 内 各 所 属

（ 出 先 機 関 含 む ） に 対 し て 災 害 時 備 蓄 物 資 の 管 理 徹 底 に

つ い て 通 知 し 、 改 め て 保 管 場 所 の 確 認 を 徹 底 し ま し た 。

イ 危 機 管 理 ・ 防 災 課

参 集 職 員 用 の 備 蓄 物 資 を 保 管 す る 必 要 性 に つ い て は 各

総 合 防 災 拠 点 毎 に 実 状 が 異 な る こ と か ら 、 改 め て 確 認 を
ご と

行 い 、 必 要 の あ る 総 合 防 災 拠 点 に つ い て は 、 以 下 の 措 置

を 行 い ま す 。

(ア ) 備 蓄 倉 庫 や 拠 点 内 施 設 に お い て 、 参 集 職 員 用 の

備 蓄 物 資 を 保 管 す る ス ペ ー ス の 確 保 に つ い て 、 関 係

者 と 協 議 を 行 い ま す 。

(イ ) 総 合 防 災 拠 点 に 参 集 す る 南 海 ト ラ フ 地 震 対 策 推

進 地 域 本 部 職 員 や 出 先 機 関 の 職 員 の 備 蓄 物 資 は 、 各

職 員 が 所 属 す る 庁 舎 管 理 者 が 管 理 し て い る こ と か

ら 、 備 蓄 物 資 管 理 者 と 協 議 を 行 い ま す 。

(２ ) 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 に つ い て

ア 幡 多 福 祉 保 健 所

令 和 元 年 度 の 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 を 更 新 す る 際 に 、 物 品

出 納 ・ 管 理 簿 と 総 務 事 務 セ ン タ ー 作 成 の 平 成 25年 度 の

「 災 害 時 職 員 用 備 蓄 物 資 配 付 実 績 」 を 確 認 し た と こ

ろ 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 の 便 袋 の 数 量 （ 400袋 ） と 当 該 配

付 実 績 （ 500 袋 ） が 一 致 し て い ま せ ん で し た 。 そ の た

め 、 実 際 は 400袋 し か な い に も か か わ ら ず 、 現 物 を 確 認

せ ず に 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 を 配 付 実 績 の 数 量 に 修 正 し た

こ と が 原 因 で す 。

本 来 、 幡 多 福 祉 保 健 所 で 管 理 す べ き 食 肉 衛 生 検 査 所 に

係 る 便 袋 １ 箱 （ 100袋 ） に つ い て は 、 衛 生 環 境 研 究 所 で

保 管 さ れ て い る こ と が 判 明 し た た め 、 当 該 備 蓄 物 資 を 幡

多 福 祉 保 健 所 で 保 管 す る こ と と し ま し た 。

今 後 物 品 の 管 理 を 行 う 際 に は 、 現 物 と の 照 合 を 行 う よ



う 徹 底 し ま す 。

ま た 、 再 発 防 止 に 向 け て 、 保 健 政 策 課 か ら 部 内 各 所 属

（ 出 先 機 関 含 む 。 ） に 対 し て 災 害 時 備 蓄 物 資 の 管 理 徹 底

に つ い て 通 知 し 、 改 め て 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 を 徹 底 し

ま し た 。

イ 総 務 事 務 セ ン タ ー

高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 （ 以 下 「 管 理

要 領 」 と い う 。 ） に お い て 、 過 去 の 一 部 改 正 時 に 誤 っ て

記 載 を 削 除 し た こ と に よ り 、 食 肉 衛 生 検 査 所 に 係 る 管 理

責 任 者 が 規 定 さ れ て い な い 状 態 と な っ て い ま し た 。

令 和 ５ 年 ３ 月 31日 付 け で 管 理 要 領 を 一 部 改 正 し 、 「 職

員 数 が 少 な い た め 各 部 局 へ 配 送 し 、 各 部 局 の 定 め る も の

を 管 理 責 任 者 と す る 所 属 」 に 食 肉 衛 生 検 査 所 を 追 記 し て

管 理 責 任 者 の 明 確 化 を 図 り ま し た （ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 施

行 ） 。

ま た 、 備 蓄 物 資 の 管 理 に つ い て は 、 管 理 要 領 に 基 づ い

て 各 管 理 責 任 者 に 毎 年 度 末 の 現 在 高 報 告 を 求 め 、 管 理 状

況 を 確 認 し て い ま す が 、 幡 多 福 祉 保 健 所 の 便 袋 に つ い て

は 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 と 現 物 の 数 量 が 一 致 し て い な い 状 態

に な っ て い ま し た 。

本 年 度 か ら は 現 在 高 報 告 に 加 え て 、 定 期 的 な 現 物 照 合

に つ い て 管 理 責 任 者 に 文 書 で 周 知 し 、 よ り 適 切 に 管 理 が

行 わ れ る よ う 徹 底 し ま す 。

５ 高 教 政 第 284号

令 和 ５ 年 ６ 月 30日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 教 育 長

令 和 ４ 年 度 行 政 監 査 結 果 に 対 す る 措 置 に つ い て （ 通

知 ）

令 和 ５ 年 ２ 月 24日 付 け ４ 高 監 報 第 15号 で 報 告 の あ り ま し た 、 令

和 ４ 年 度 行 政 監 査 結 果 に 対 し て は 、 下 記 の と お り 措 置 を 講 じ ま し

た の で 通 知 し ま す 。

記

１ 監 査 委 員 の 意 見

(１ ) 保 管 場 所 に つ い て

青 少 年 セ ン タ ー で は 、 施 設 の 宿 泊 利 用 者 用 の 備 蓄 物 資 の 保

管 場 所 を 把 握 し て い る の は 、 管 理 職 等 一 部 の 職 員 の み で あ っ

た 。

発 災 後 の 対 応 を 円 滑 に 行 え る よ う 、 応 急 活 動 に あ た る 職 員

へ 備 蓄 物 資 の 保 管 場 所 を 周 知 さ れ た い 。

(２ ) 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 に つ い て

高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 第 ７ 条 で は 、 備 蓄

物 資 を 有 効 活 用 す る 場 合 に 使 用 す る 備 蓄 物 資 は 、 保 存 期 限 ま

で の 残 り 期 間 が １ 年 未 満 の も の と し 、 活 用 す る 場 合 は 事 前 に

総 務 事 務 セ ン タ ー 課 長 の 了 解 を 得 る こ と に な っ て い る が 、 青



少 年 セ ン タ ー で は 、 こ の 規 定 に 該 当 し な い 物 資 に つ い て 、 総

務 事 務 セ ン タ ー 課 長 の 了 解 を 得 な い ま ま 払 出 し を 行 っ て い

た 。 ま た 、 払 出 し の 時 期 等 に つ い て 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 に 適

切 な 記 載 が 行 わ れ て い な か っ た 。

備 蓄 物 資 を 有 効 活 用 す る 場 合 は 、 高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備

蓄 物 資 管 理 要 領 の 規 定 に 留 意 の う え 、 必 要 な 手 続 き を 行 う と

と も に 、 適 宜 現 物 と の 照 合 を 行 い 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 に 払 出

し の 状 況 を 記 載 し 、 物 品 の 適 切 な 管 理 を 行 わ れ た い 。

ま た 、 青 少 年 セ ン タ ー で は 、 青 少 年 教 育 施 設 の 宿 泊 利 用 者

用 の 備 蓄 物 資 に つ い て 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 と 現 物 の 数 量 が 一

致 し て い な い も の が あ っ た 。

物 品 の 管 理 に あ た っ て は 、 適 宜 現 物 と の 照 合 を 行 う と と も

に 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 に 払 出 し 等 の 状 況 を 適 切 に 記 載 さ れ た

い 。

(３ ) 備 蓄 物 資 の 有 効 活 用 に つ い て

ア 県 立 学 校 の 児 童 生 徒 ・ 職 員 用

室 戸 高 等 学 校 に お い て は 、 応 急 活 動 の た め に 備 蓄 さ れ て

い る 食 料 が 有 効 活 用 さ れ な い ま ま 賞 味 期 限 を 過 ぎ て い る も

の が あ っ た 。

賞 味 期 限 を 過 ぎ て 保 管 し て い る 備 蓄 物 資 に つ い て 、 早 急

に 対 応 を 検 討 さ れ た い 。 ま た 、 今 後 賞 味 期 限 を 迎 え る 備 蓄

物 資 に つ い て は 、 防 災 訓 練 や 学 校 行 事 に お け る 配 布 な ど 有

効 活 用 に 努 め ら れ た い 。 保 存 期 間 が 経 過 し 、 や む を 得 ず 有

効 活 用 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 備 蓄 物 資 に つ い て

は 、 高 知 県 立 学 校 災 害 時 等 児 童 生 徒 及 び 教 職 員 用 備 蓄 物 資

管 理 要 領 第 11条 の 規 定 に 基 づ き 、 学 校 安 全 対 策 課 長 に 協 議

の う え 必 要 な 手 続 き を 行 わ れ た い 。

学 校 安 全 対 策 課 に お い て は 、 他 の 県 立 学 校 に お い て も 同

様 の 事 例 が な い か 確 認 の う え 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 を 行 う

よ う 指 導 さ れ た い 。

イ 青 少 年 教 育 施 設 の 宿 泊 利 用 者 用

青 少 年 セ ン タ ー に お い て 、 宿 泊 利 用 者 用 と し て 備 蓄 さ れ

て い る 食 料 が 有 効 活 用 さ れ な い ま ま 賞 味 期 限 を 過 ぎ て い る

も の が あ っ た 。

賞 味 期 限 を 過 ぎ て 保 管 し て い る 備 蓄 物 資 に つ い て 、 早 急

に 対 応 を 検 討 さ れ た い 。 ま た 、 今 後 賞 味 期 限 を 迎 え る 備 蓄

物 資 に つ い て は 、 防 災 訓 練 や 主 催 事 業 に お け る 配 布 な ど 有

効 活 用 に 努 め ら れ た い 。 保 存 期 間 が 経 過 し 、 や む を 得 ず 有

効 活 用 す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る 備 蓄 物 資 に つ い て

は 、 県 立 青 少 年 教 育 施 設 利 用 者 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 第 11条

の 規 定 に 基 づ き 、 生 涯 学 習 課 長 に 協 議 の う え 必 要 な 手 続 き

を 行 わ れ た い 。

生 涯 学 習 課 に お い て は 、 他 の 青 少 年 教 育 施 設 に お い て も

同 様 の 事 例 が な い か 確 認 の う え 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 を 行

う よ う 指 導 さ れ た い 。



２ 措 置 の 内 容

(１ ) 保 管 場 所 に つ い て

青 少 年 セ ン タ ー で は 、 保 管 ス ペ ー ス の 関 係 等 か ら 宿 泊 利 用

者 用 備 蓄 物 資 を 体 育 館 ２ 階 に 保 管 し 、 そ の こ と に つ い て 職 員

間 の 共 有 が 十 分 に で き て い ま せ ん で し た 。 今 回 の 指 摘 を 受

け 、 宿 泊 室 の あ る 本 館 宿 泊 棟 ２ 階 多 目 的 ホ ー ル に 保 管 ス ペ ー

ス を 確 保 し 、 令 和 ５ 年 ３ 月 ９ 日 に 、 備 蓄 物 資 を 移 設 し 、 保 管

場 所 、 品 名 、 数 量 及 び 賞 味 期 限 に つ い て 職 員 間 で 共 有 し ま し

た 。

ま た 、 職 員 用 備 蓄 物 資 に つ い て は 、 「 備 蓄 物 資 （ 職 員

用 ） 」 と 明 示 し 、 本 館 宿 泊 棟 １ 階 事 務 室 内 に 保 管 し 、 保 管 場

所 、 品 名 、 数 量 及 び 賞 味 期 限 に つ い て 職 員 間 で 共 有 し ま し

た 。

(２ ) 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 に つ い て

青 少 年 セ ン タ ー で は 、 職 員 用 備 蓄 物 資 の 一 部 に つ い て 、 青

少 年 セ ン タ ー の 主 催 事 業 に お い て 参 加 児 童 に 配 付 し て い ま し

た が 、 保 存 期 間 ま で の 残 り 期 間 が １ 年 以 上 の も の を 配 布 し 、

か つ 総 務 事 務 セ ン タ ー 課 長 の 了 解 を 得 て い ま せ ん で し た 。 ま

た 、 払 出 時 期 等 に つ い て 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 に 適 切 な 記 載 が 行

わ れ て い ま せ ん で し た 。

今 後 、 備 蓄 物 資 の 有 効 活 用 に あ た っ て は 、 保 存 期 限 を 必 ず

確 認 し 、 高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 の 規 定 に 基

づ き 、 必 要 な 手 続 を 確 実 に 行 う と と も に 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿

と 現 物 の 数 量 の 照 合 は 、 必 ず 複 数 人 で 行 い 適 切 に 記 載 し ま

す 。

ま た 、 青 少 年 セ ン タ ー に お い て 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 に ア ル

フ ァ 米 の 払 出 し を 記 載 す る 際 、 誤 っ て 飲 料 水 の ペ ー ジ に 記 載

し た こ と に よ り 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 と 現 物 の 数 量 が 一 致 し な

い 状 態 に な っ て い ま し た 。 今 後 は 、 物 品 出 納 ・ 管 理 簿 と 現 物

の 数 量 の 照 合 は 、 必 ず 複 数 人 で 行 い 、 適 切 に 記 載 し ま す 。

(３ ) 備 蓄 物 資 の 有 効 活 用 に つ い て

ア 県 立 学 校 の 児 童 生 徒 ・ 職 員 用

室 戸 高 等 学 校 か ら 学 校 安 全 対 策 課 に 対 し て 、 高 知 県 立 学

校 災 害 時 等 児 童 生 徒 及 び 教 職 員 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 第 11条

の 規 定 に 基 づ く 廃 棄 処 分 の 協 議 が な さ れ 、 令 和 ５ 年 ３ 月 17

日 付 け で 廃 棄 を 完 了 し て い ま す 。

ま た 、 今 回 の 指 摘 を 受 け 、 学 校 安 全 対 策 課 か ら 全 県 立 学

校 に 対 し て 、 備 蓄 物 資 の 管 理 状 況 の 確 認 を 行 っ た と こ ろ 、

賞 味 期 限 切 れ の 備 蓄 物 資 の 在 庫 の あ る 学 校 は あ り ま せ ん で

し た が 、 高 知 県 立 学 校 災 害 時 等 児 童 生 徒 及 び 教 職 員 用 備 蓄

物 資 管 理 要 領 第 11条 の 規 定 に 基 づ く 廃 棄 処 分 の 協 議 を 行 う

こ と な く 廃 棄 を し て い る 学 校 が あ り ま し た 。

こ れ ら の こ と を 受 け 、 学 校 安 全 対 策 課 か ら 、 令 和 ５ 年 ３

月 22日 付 け で 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 及 び 有 効 活 用 に つ い て

の 通 知 文 を 県 立 学 校 へ 発 出 し ま し た 。



今 後 は 、 学 校 安 全 対 策 課 に お い て も 、 毎 年 、 県 立 学 校 の

備 蓄 物 資 の 状 況 を 確 認 し 、 適 切 な 管 理 に 努 め ま す 。

イ 青 少 年 教 育 施 設 の 宿 泊 利 用 者 用

青 少 年 セ ン タ ー の 宿 泊 利 用 者 用 備 蓄 物 資 の う ち 、 飲 料 水

に つ い て は 、 今 後 、 除 草 剤 を 使 用 す る 際 の 希 釈 用 水 と し て

使 用 し ま す 。

ま た 、 賞 味 期 限 を 経 過 し た ア ル フ ァ 米 に つ い て は 、 期 限

の 残 っ て い る 備 蓄 物 資 と 混 同 す る こ と が な い よ う 保 管 し 、

令 和 ５ 年 度 内 に 廃 棄 処 分 費 用 を 確 保 の う え 、 県 立 青 少 年 教

育 施 設 利 用 者 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 第 11条 の 規 定 に 基 づ く 廃

棄 処 分 協 議 を 行 い 、 廃 棄 し ま す 。

ま た 、 今 回 の 指 摘 を 受 け 、 生 涯 学 習 課 か ら 他 の 青 少 年 教

育 施 設 に 対 し て 、 備 蓄 物 資 の 管 理 状 況 の 確 認 を 行 っ た と こ

ろ 、 賞 味 期 限 切 れ の 備 蓄 物 資 の 在 庫 の あ る 施 設 が あ り ま し

た 。

こ れ ら の こ と を 受 け 、 生 涯 学 習 課 か ら 、 令 和 ５ 年 ３ 月 24

日 付 け で 宿 泊 利 用 者 用 備 蓄 物 資 の 適 切 な 管 理 等 に つ い て の

通 知 を 宿 泊 施 設 を 設 置 す る 県 立 青 少 年 施 設 へ 発 出 し 、 改 め

て 、 「 県 立 青 少 年 教 育 施 設 利 用 者 用 備 蓄 物 資 管 理 要 領 （ 令

和 ２ 年 12月 策 定 ） 」 を 周 知 す る こ と で 、 適 切 な 管 理 に つ い

て 徹 底 を 図 り ま し た 。 併 せ て 、 職 員 用 備 蓄 物 資 に つ い て

も 、 宿 泊 利 用 者 用 と 混 同 し な い 適 切 な 管 理 を 実 施 す る こ と

及 び 有 効 活 用 や 廃 棄 を 行 う 際 の 「 高 知 県 災 害 時 等 職 員 用 備

蓄 物 資 管 理 要 領 」 に 基 づ く 手 続 き を 行 う こ と に つ い て 周 知

を 図 り ま し た 。

今 後 は 、 生 涯 学 習 課 に お い て も 、 毎 年 、 青 少 年 教 育 施 設

の 備 蓄 物 資 の 状 況 を 確 認 し 、 適 切 な 管 理 に 努 め ま す 。


